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自 然 の 厳 し さ と 子 ど も た ち
校長 北島 裕二

何度も旭川の冬を経験して慣れているはずなのですが、やはりこ

の時期は寒さが身にしみます。朝の気温が氷点下２０度に迫る日も

何度かあり、旭川市江丹別や占冠村では最低気温が氷点下２８度を

下回るなど、自然の厳しさや過酷さを痛感させられます。

子どもたちにとってこうした寒さは、旭川で生活する上である程

度は仕方のないものだと思うのですが、あくまで子どもであるため、

大人と比べて想像力が乏しい場合があります。帽子や手袋を身に付

けずに何十分も歩いてくると、場合によっては指先や耳などの凍傷の恐れがあるため、保護

者の皆様におかれましては、お子様の登校の際は外の状況を確認していただき、それに見合

った、もしくは子どもが寒さに耐えられるような衣服等の準備、また極寒期は十分気をつけ

て登下校するよう言い聞かせるなどの対応をよろしくお願いいたします。

自然の厳しさといえば、冬の寒気や荒天、また地震や雷、

夏・秋の台風などのほかに、火山の噴火もあります。学校で

は、教員などが子どもたちに定期的に読み聞かせを行ってい

るのですが、今月、私は５年生に三浦綾子の「泥流地帯」を

読み聞かせしました。

このお話は、大正１５年（１９２６年）５月に十勝岳が大

噴火し、溶岩が山の雪を溶かしながら流れる泥流が上富良野

や美瑛の集落を襲い、およそ１４０人もの尊い命が奪われるという大災害の前後のことにつ

いて、実話に基づいて描かれたフィクションです。読み聞かせの時間は１０分ほどしかない

ため、４００ページを超える小説のうち、紹介したのはクライマックスの１０ページほどで

した。

子どもたちを前に読み進めるうちに、逃げまどう人々の前に泥流が迫ってくる凄絶な描写

に、私は東日本大震災の際に見た恐ろしい津波の映像が脳裏に浮かび、家族や親しい人々が

泥流に飲み込まれる記述と相まって、気付くと流れそうな涙を必死にこらえながら読むとい

う状況になってしまいました。

今からたった１００年ほど前に、旭川の隣の美瑛や上富良野でこのような悲惨な出来事が

あったことや、その悲しみを乗り越えるべく歯を食いしばって生きた人々がいたことが思い

浮かびます。国や自治体によって二度と悲惨なことが起きないように大規模な防災対策が施

されたことや、時の流れとともにこの災害が人々の記憶から薄れつつある現実など、様々な

状況を経て今があるのだということを思い知らされました。改めて、私たちは自然の厳しさ

（と優しさ…）の上で生かされているのだと痛感し、そのことの一端でも、高学年の子ども

たちに感じ取ってほしいという願いを込めて、読み聞かせをしました。それと、三浦綾子と

いう数々のベストセラーを生み出した小説家がこの旭川にいたことを知ってほしいという思

いも込めました。皆様にも、改めて「泥流地帯」「氷点」「塩狩峠」などをお読みいただき、

昔、この地に生きた人々の姿に思いをはせていただければと思います。

余談が過ぎましたが、皆様におかれましては今後とも、本校の教育活動にご理解とご協力

をどうぞよろしくお願いいたします。



２１日（水）に３年生を対象にCAPあさひか
わによる子どもワークショップを実施しまし
た。これは、子どもたちの人権意識を育てる

人権教育プログラムで、「あなたには、安心して自
信をもって自由に生きる権利がある。」ということ
を参加体験型の学習により学ぶものです。旭川市内
の小学３年生全員が、このプログラムを受けます。
子どもたちはロールプレイを通して、「安心」「自信」
「自由」が脅かされたときには、一人で悩まず、信
頼できる大人に相談することが大切であると理解す
ることができました。

学校の築山では低学年のスキー学習を
実施しています。休
み時間にはそり滑り

などにも活用して、冬ならではの運動や遊びを楽しんでいます。
また、２年生以上はスキー場でのスキー学習を行っています。広
いゲレンデでの学習を思う存分楽しんでいる愛宕っ子です。

９日（月）参観日（低）
家庭学習強調週間③（～１５日）

２日（月）開校記念日 １０日（火）参観日（高）
３日（火）交通安全街頭指導 １３日（金）スキー学習（２年）

全校版画展（～２７日） 中学校入学説明会
特別支援学級面談（～９日）１６日（月）諸費振替日

４日（水）朝会 委員会⑩（反省） １８日（水）児童会役員選挙（３～６年）
６日（金）一日入学（入学説明会） ２６日（木）新一年生物品販売日

２２日（木）は異学年交流活
動「ペア割班活動」の日でした。
今回は清掃活動をとおして、交

流しました。高学年児童が低学年児童に掃除の仕方を優しく教え、校内
をきれいにすることができました。今回の活動が、今年度の最後の活動
となりました。

本校では、子どもたちが安心して学校生活を
送ることができるよう、「いじめ見逃しゼロ」
を合い言葉に、いじめ防止の取組を組織的・計

画的に進めています。１２月末現在、教育相談やアンケート結果をもとに、１７６件
をいじめとして認知しています。このうち８９件を解消しており、８７件については
解消に向け継続して取り組んでいるところです。いじめの防止の組織的な取組として、
日常的な発達支持的生徒指導を基盤に、生命（い
のち）の教育やSOSの出し方教育、構成的グループ
エンカウンター（アイ愛タイム）等を計画的に実
施するとともに、関係機関等と連携しながら、CAP
あさひかわによる授業等の人権教育に取り組んで
います。また、児童会を中心とした仲間づくりの
イベントや「ペア割班活動」等の子どもが主体と
なった取組も推進しています。今後も、全教職員
で連携し、子どもたちとの豊かな関わりを深め、
自信をもち共に学び続ける子を育成していきます。


